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あぐりプラザ
トクトク情報

お問い合わせは生活課（45−2214）まで。

　若妻部は２月19日の総会終了後、「冬のスキン
ケア～美と健康のミニ講座」に参加しました。
　プロポリス・天然ハーブを使用したお肌にやさ
しい化粧品等を製造販売する、岐阜アグリフーズ
㈱のプロハーブアドバイザー・大黒谷ヨリ子氏か
ら、スキンケアやマッサージ方法を学びました。

JAだよりおおがた 4
APRIL

2016 No.513

表紙のご紹介 「冬のスキンケア～
美と健康のミニ講座」

リンパマッサージの実演。「ファンデーションは使っ
ていない」と言う講師の肌の美しさに驚きました

ポイント３倍優待券の使用日4月15日㈮

４月21日㈭・22日㈮ 春の農作業応援セール
第一弾!!

　お知らせ

お申し込み・お問い合わせは生活課（45−2214）まで

『家の光』購読してみませんか今月のいちおし情報

★今年も田植え用お弁当、おかずセット
の予約を承ります。
　どうぞご利用下さい!!

★ミツウマ等田植え用長靴を多数取り揃えております。

あぐりプラザの配達サービスを知っていましたか？
　あぐりプラザでお買物された商品を自宅までお届けするサービ
ス（定期配達）を以前から行っておりますが、お客様にあまり周知
されてないとの意見がありましたのでお知らせいたします。

　月刊誌『家の光』は “協同のこころ” を家庭ではぐくむ雑誌として、1925年に創刊され、2016年５月号
で創刊91周年を迎えます。女性はもちろん、家族みんなで楽しく読める総合家庭雑誌です。
　読者参加の紙面づくりを大事にし、感動読み物、時事問題や料理、健康、子育て、高齢者介護や農業、家
庭園芸など、「得する、役に立つ、元気が出る」記事を満載しています。
　ぜひ、この機会に『家の光』を購読してみませんか。

　 〈特集〉伝えていきたい　日本の宝「だし」

　コンブだし、かつおだし、いりこだしなど「だ
し文化」の全国分布図とその歴史をはじめ、だ
しの正しい取り方とだしを生かした料理、だし
がらの使い方など、あらゆる方面から「だし」
について紹介します。

　 〈新連載〉農がたり

　作家、俳優、学者、医者など、さまざまな分
野で活躍する方々が「農」について語ります。農業、食、環境、地域の
つながりなど、語り手によって異なる視点で「農」の価値を考えます。
　初回は、『県庁おもてなし課』などで知られる、ベストセラー作家の
有川浩さん。ふるさと高知県への愛情から、小説の取材で学んだ各地の
地域おこしのコツまで語ってもらいました。

　子どもの感性や想像力を育てたり読

書の習慣をつけたり、認知症を予防し

たりとさまざまな効果

がある「読み聞かせ」。

　新作童話を掲載する

ほか、オリジナルの仕

掛け絵本もあり、親子

で楽しめます。

読み聞かせに最適！
心を育てる おはなし絵本

別冊
付録

５月号の主な内容（表紙は大泉  洋さんです）

配 達 日　月曜日から土曜日（日曜日は休みです）
配達時間　午後３時から午後４時半頃まで

※ただし部活動、大会等のお弁当類は日曜日でも配達致します。

５月２日㈪・３日㈫ 菜の花まつりセール!!
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「
米
粉
の
皮
で
包
ん
だ
餃
子
」

米
輸
出
拡
大
と
今
後
の
米
政
策
を
考
え
る

野
菜
の
供
給
実
績
報
告
と
栽
培
講
習
会

組
合
員
研
修
会

　

営
農
支
援
課
は
３
月
17
日
、
大
潟
村
の

特
産
品
「
米
粉
の
皮
で
包
ん
だ
餃
子
」
に

使
用
さ
れ
る
野
菜
の
供
給
実
績
報
告
会
と

栽
培
講
習
会
を
Ｊ
Ａ
会
館
で
開
催
し
、
生

産
者
な
ど
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
米
粉
の
皮
で
包
ん
だ
餃
子
」
は
、
皮
に

小
麦
粉
で
は
な
く
大
潟
村
産
の
米
粉
を
使

用
し
、
中
の
具
に
国
産
の
肉
と
野
菜
を
使

用
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
お
米
の
皮

特
有
の
モ
チ
モ
チ
・
し
っ
と
り
食
感
が
あ

り
、
肉
餃
子
と
野
菜
餃
子
、
海
老
餃
子
の

３
種
類
あ
り
ま
す
。

　

大
潟
村
産
の
ニ
ラ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
ね

ぎ
な
ど
の
野
菜
も
餃
子
に
使
用
さ
れ
、
27

年
度
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
供
給
実
績
は
過
去
最

高
の
21
ｔ
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
鮮
で
安
全
・
安
心
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富

な
村
産
野
菜
を
使
っ
た
米
粉
餃
子
は
、
あ

ぐ
り
プ
ラ
ザ
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
３
月
９
日
の
座
談
会
終
了
後
、

Ｊ
Ａ
会
館
大
会
議
室
で
組
合
員
研
修
会
を

開
催
し
、
村
内
農
家
な
ど
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
米
穀
卸
業
界
で
売
上
２

位
と
い
わ
れ
る
木
徳
神
糧（
株
）・
取
締
役

執
行
役
員
の
石
田
俊
幸
氏
が
、「
日
本
産

米
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
組
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
食
の
多
様
化
に
よ
り
、

日
本
国
内
で
の
米
の
消
費
減
退
が
続
く

中
、
米
及
び
米
加
工
品
（
日
本
酒
・
米
菓

な
ど
）
の
輸
出
数
量
・
金
額
は
と
も
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

石
田
氏
は
、「
皆
さ
ん
に
は
、
奨
励
補

助
金
に
依
存
す
る
飼
料
米
で
は
な
く
、
輸

出
用
の
米
も
ぜ
ひ
作
っ
て
ほ
し
い
。
行
政
・

産
地
・
流
通
の
三
位
一
体
の
取
組
み
が
、

海
外
で
の
安
定
し
た
販
売
に
つ
な
が
る
と

思
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

米粉餃子を製造する
（株）餃子計画秋田
大潟工場の阿部孝志
工場長

講演する木徳神糧（株）の石田俊幸氏

　新しく開発され、承認を受けて使えるようになっ
た薬を「新薬」といいますが、「ジェネリック医薬
品」は、新薬と同じ有効成分で作られ、効き目や
安全性が新薬と同じだと認められています。従っ
て内容はまったく同じといってよいでしょう。
　では、どこが違うかというと、まず新薬は開発
するのに期間がかかり、開発した会社が特許を取
ると、20〜25年の間、その会社が独占的に製造・
販売できるということになっています。この特許
が切れた後、開発した会社とは別の会社が同じ有
効成分を使って、製造・販売するのがジェネリッ
ク医薬品です。
　従って、ジェネリック医薬品は、新薬に比べて
開発にかかる期間が短くて済むため、費用が安く
済むので、薬の価格を安くすることができます。
どのくらい安くなるかは薬によって違いますが、
一般にジェネリック医薬品の価格は、新薬の約２
〜６割に設定されています。

　慢性の病気があって、１年間も続けて飲まなけ
ればならないというときは、この差は相当な額に
なるので、ジェネリック医薬品は家計にとっても
保険財政にとっても大きなプラスになります。
　今までの薬をジェネリック医薬品に替えたいと
いう方は、医師が処方箋を出すときに、その旨、
伝えるのがよいでしょう。ただ薬によってはジェ
ネリック医薬品が発売されていないのもあります
ので、その点はかかりつけの医師・薬剤師によく
相談してください。
　もう一つ、ジェネリック医薬品は、新薬と同じ
薬でも、名前が違
いますし、錠剤で
は、大きさ、色、
形状などが違う場
合がありますので、
間違わぬように注
意してください。

佐久総合病院名誉院長
松　島　松　翠ジェネリック医薬品とは

健康百科

NEW
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★活動報告と各種会議報告

◎秋田県正組合員大会（２月23日）
　全県から約190名が集まり、ＪＡビル７階大会議室で行
われました。執行部からは３名参加しました。
　「全国における女性参画の状況について」では、ＪＡ全
中女性組織対策室の考査役の堀田亜里子氏による報告が
あり、男性は理論・理屈で、女性は共感から行動する傾向
があり、女性のくらしに根ざした意見や考えを女性自身の
声で訴えなければ伝わらないという事でした。自身も子ど
もを保育所に預け、夫の協力を得て仕事をこなしているそ
うです。
　午後からの「女性参画の取り組みについて」では、Ｊ
Ａ松本ハイランド理事島田貴美子氏による講演がありまし
た。２市５村人口21万人という中で理事４期11年目という
ことで、販売促進隊の赤のベレー帽、白のブラウス、グリー
ンのスカーフとエプロンという姿で説明してくれました。
女性理事が５名で５つのグループに分かれて女性組織を担
当しており、第25回ＪＡ全国大会で掲げた女性のＪＡ運営
参画目標を全て超えているとのことでした。（注：正組合
員25％以上　総代10％以上　理事２名以上）
　私たち参加者には、手作りのジェルフラワーをプレゼン
トしてもらいました。組合員一人ひとりの声がＪＡを動か
し地域を支えるという事、特に女性の声として思っている
ことをどんどん言ったほうが良いことが分かりました。
	 （古谷せつ記）

◎大潟村廃棄物減量等推進協議会（２月26日）
　全体のごみの量は統計によると、平成21年から少しずつ
減っていることが分かる。しかし、一人あたりのごみの量
は秋田市内と比べると100ｇ多い。順位でみるとかなり悪
い位置にいる。
　他地域の人たちと比較すると村の人たちは、分別あるい
は減量に関してかなり高い意識を持っていると思う。ごみ
を減らすための方法（リサイクルごみとの分別も含め）を
考え、徹底し生活を工夫する必要がある。そして「よく考え、
要らない物は買わない」と自分自身にも言い聞かせた。そ
れと、雨の日に古紙は出しにくいという声があったが、い
つものように出してほしいということだった。
　新年度から大きく変わるところがある。毎月第４火曜日
に役場車庫でリサイクルプラスチックの受入をしていた
が、それがごみ処分場での受け入れとなること。理由はみ
なさん（大体同じ人たち）が充分、分別の仕方を理解した
からだという。一言で「ごみ」といっても、扱い方次第で
資源として有用なものになる。ごみを出さない生活の工夫
や、分別の意識を高めるために処分場の見学などもどうか
という意見があった。	 （浅沼トク子記）

◎大潟村婦人会・ＪＡ大潟村女性部第48回定例総会（2月29日）
　受付で今年も卵ケースを回収しました。また、使用済み
切手の回収も行いました。議長は大沼葉子さん。書記に小
室みどりさんと餌取京子さん。大変活発に質疑応答が行わ
れ、特に不用衣類回収について質問・意見がでました。こ
のことについては28年度検討していきます。28年度テー
マは「いつまでも元気で」です。新たな課題として

　○高齢化社会に向けて地域のつながりを考える。
を掲げて28年度は３回「地域とのつながり場」を行う予定
です。
　午後はわらび座から３名お出で頂き、わらび座の歴史紹
介と初めての女性国会議員である和崎ハルさんを舞台化し
た４月から始まる「ハルらんらん」について主演の椿さん
から、秋田弁でお話いただきました。そして岡村さんのす
ばらしい歌を楽しみました。そのあと地域おこし協力隊の
森田さんからジオパークについて、映像と森田さんの素敵
なイラストでご紹介いただきました。	 （三村敏子記）

◎野菜栽培活動グループ（３月13日）
　新メンバーを加え活動を開始しました。栽培品目を話し
合い、お互いの携帯メールの交換をしました。
お問合わせ 栢森慶子 ☎090-2607-6911	 （栢森慶子記）

◎わかめ作り世話活動グループ（３月14日）
　今年も男鹿の海で採れた放射性物質の心配の無いかと
思われる安全なわかめを、家族に食べさせたいと注文があ
りました。村民センターで各自のわかめを捌きました。と
ろとろわかめの作り方をお互いに教えながら料理の話に花
が咲いていました。今年は18組、148kgの注文がありまし
た。注文用紙を総会資料に挟んでいたので、気がつかなかっ
た人もいたようです。来年もわかめの世話をお願いされま
した。	 （栢森慶子記）

◎役員会・引継ぎ（３月16日）
　新役員が顔合わせした後、エコ・レク部は別室で役員選
出と活動計画について話し合いました。役員会で、野菜栽
培活動グループには３万円、わかめ作り世話活動グループ
には５千円の活動費を決定しました。
　エコ・レク部の新役員は
◦部長　遠藤えり子　◦副部長　石川千春　小松ひとみ　
◦会計　宮川清子
　バレーボール大会は11月24日予定です。	（三村敏子記）

◎村内施設見学（３月16日）
〇野菜グループフレッシュ畑見学
　昨年の２倍の面積で栽
培を行うとのことです。

〇大潟共生自然エネルギー
太陽光発電所見学
　東北電力に売電してい
ます。

　　敷地面積：46ha　パネル：7392枚
　雪が落ちやすいように、パネルの傾斜は30度。角
田氏によるわかりやすい説明に圧倒されました。停電
した時、村に発電施設があっても電力は使えないとの
ことです。

〇日南工業㈱　パンプキンパイ加工所見学
　帽子・マスクを装着し、手洗いし、洋服のほこりを
ローラーで取ってから中に入りました。
　パンプキンのあん作りから包装までの工程を見学
しました。
　サクラパイの販売に伴い、作業が始まっていました。
　切り餅加工室とみそ加工室も見学しました。一回に
１t	ものみそを作るとのことです。	 （古谷せつ記）

➡

➡
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総会の様子

〈青年部加入のお申し込み〉　営農支援課営農指導担当（TEL45－3033）まで。

青年部・女性部・若妻部 総会
～知恵と力を出し合い、組織づくり・地域づくりを～

　青年部・女性部・若妻部では２月中旬から下旬にかけて総会を行い、27年度の事業
報告や28年度の事業計画などを審議。各部とも計画は承認され、28年度にむけての一
歩を踏み出しました。当日の様子をご紹介いたします。

　

青
年
部
は
２
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
和
室

を
会
場
に
開
催
。
開
会
に
あ
た
り
岩
井
悠

宇
部
長
は
、「
今
年
度
は
青
年
部
設
立
40

周
年
、
Ｊ
Ａ
中
札
内
村
青
年
部
交
流
15
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
年
で
あ

り
、
多
く
の
先
輩
・
盟
友
と
の
意
見
交
換

青年部試験圃場で栽培する
野菜についての説明会

が
で
き
た
。
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
て

く
れ
た
部
員
の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
青
年

部
で
は
、「
学
習
部
」
と
「
交
流
部
」
と

い
う
２
つ
の
部
を
柱
と
し
て
事
業
を
展
開

し
て
お
り
、
27
年
度
、
学
習
部
は
農
近
ゼ

ミ
・
Ｃ
Ｅ
青
年
部
と
合
同
で
ハ
ウ
ス
巡
回

を
行
っ
た
り
、
営
農
・
農
政
に
関
す
る
学

習
会
を
実
施
し
た
り
し
ま
し
た
。
交
流
部

は
、
Ｊ
Ａ
中
札
内
村
青
年
部
と
の
交
流
事

業
の
集
大
成
と
し
て
、
15
周
年
記
念
式
典

と
、
青
年
部
設
立
40
周
年
の
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
園
芸
作
物
の
生
産
振
興
の
た

め
県
有
地
を
借
り
、
青
年
部
試
験
圃
場
と

し
て
カ
ボ
チ
ャ
と
玉
ね
ぎ
を
栽
培
す
る
事

業
案
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、
全
て
の
議

案
を
可
決
。
役
員
改
選
も
行
い
、
新
た
な

役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

◦
議
　
案

第
１
号　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　

監
査
報
告

第
２
号　

平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）並

び
に
予
算（
案
）に
つ
い
て

　
　
　
　

役
員
改
選

　
　
　
　

青
年
部
試
験
圃
場
に
つ
い
て

◦
28
年
度
役
員（
敬
称
略
）

部　
　

長
：
栄
田　

幸
悦

副
部
長
：
戸
堀　
　

誠
・
今
野　

芳
昭

事
務
局
長
：
竹
本　

健
治

会　
　

計
：
豊
島　

正
祥

ＪＡ大潟村青年部・
ＪＡ中札内村青年部
交流15周年記念式典

ＪＡ大潟村青年部40周年記念式典

圃場巡回後の小林組合長による勉強会

特集

青年部
（第40回）

～
40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、

　
　
　
　
　

実
績
と
伝
統
を
守
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
青
年
部
を
～

27年度を振り返って
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女
性
部
は
２
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会

議
室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
三
村
敏
子
部
長
が
１
年
間
の
活
動
を
振

り
返
り
、「
27
年
度
は
野
菜
栽
培
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
栽
培
講
習
と
野
菜
販
売
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
他
に
も
豆

腐
作
り
な
ど
の
各
種
講
習
会
を
開
催
し
、

『
参
加
し
て
良
か
っ
た
』
と
い
う
声
を
た

く
さ
ん
聞
け
た
。
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
Ｊ
Ａ

総
会
や
村
議
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、

Ｊ
Ａ
の
経
営
、
村
づ
く
り
に
つ
い
て
も
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
今
後

の
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
執
行
部
が
事
業
報
告
と

事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
。
28
年
度
は

テ
ー
マ
「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
」
を
設
け

て
活
動
す
る
こ
と
を
提
案
。
○
高
齢
化
社

会
に
向
け
て
地
域
の
つ
な
が
り
を
考
え
る

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
よ
り
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
つ
ぎ

の
方
々
を
３
月
25
日
の
理
事
会
に
お
い

て
参
与
に
選
任
い
た
し
ま
し
た
。
女
性

層
の
代
表
と
し
て
ご
意
見
・
ご
要
望
を

い
た
だ
く
こ
と
で
、
組
織
運
営
の
活
性

化
と
事
業
活
動
の
強
化
を
は
か
っ
て
参

り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
参
与
と
し
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
よ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
の
運
営

や
事
業
活
動
な
ど
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
で
す
が
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
、
Ｊ
Ａ
組
織
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
大
事
な
時
期
に
、
参
与
と

し
て
Ｊ
Ａ
の
運
営
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
の
皆
様
の
様
々
な
声
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参
与
の
ご
紹
介

平
成
28
年
度

川崎あかねさん
北２の４
フレッシュミズ（ ）

山本　嘉子さん
西１の４
女性部監事（ ）

○
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
○
活
動
グ

ル
ー
プ
結
成
促
進
○
農
産
物
栽
培
・
加
工
・

販
売
○
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な

ど
、
話
し
合
い
の
結
果
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
仙
北

市
・
わ
ら
び
座
の
講
演
と
、
大
潟
村
地
域

お
こ
し
協
力
隊
・
森
田
僚
也
氏
に
よ
る
講

演
「
ジ
オ
パ
ー
ク
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

を
行
い
ま
し
た
。

◦
議
　
案

第
１
号　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

⑴　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告

　
　

⑵　

監
査
報
告

第
２
号　

平
成
28
年
度
事
業
計
画
並
び
に

予
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

⑴　

平
成
28
年
度
の
テ
ー
マ（
案
）・

　
　
　
　

課
題（
案
）に
つ
い
て

　
　

⑵　

平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）並

び
に
予
算（
案
）に
つ
い
て

◦
28
年
度
役
員（
敬
称
略
）

部　
　

長
：
三
村　

敏
子

副
部
長
：
栢
森　

慶
子

　
　
　
　
　

浅
沼
ト
ク
子

会　
　

計
：
柏　
　

雄
子

監　
　

事
：
古
谷　

せ
つ

　
　
　
　
　

山
本　

嘉
子

総会の様子

こめ油料理▶
講習会

フリーマーケットでの栽培野菜販売 婦人会移動研修（十和田美術館）

女性部
（第48回）

～
Ｊ
Ａ
の
経
営
、
村
づ
く
り
へ
の

　
　
　

よ
り
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
～

27年度を振り返って
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若
妻
部
は
２
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
大
会

議
室
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め

に
執
行
部
代
表
・
竹
本
か
お
り
さ
ん
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、「
家
庭
と
の
両
立
が
で

き
る
か
心
配
だ
っ
た
が
、
互
い
を
気
遣
う

優
し
い
人
々
に
囲
ま
れ
、
一
年
間
活
動
で

き
た
。
執
行
部
メ
ン
バ
ー
と
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
で
テ
ン
ポ
よ
く
連
絡
を
取

り
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
若
妻
部
の
活
動

は
、
今
ま
で
接
点
が
な
か
っ
た
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
く
れ
る
と
思

う
」
と
述
べ
、
今
後
の
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
事
業
報
告
と
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
特
に

今
回
は
、
未
婚
・
既
婚
問
わ
ず
に
多
く
の

女
性
が
参
加
で
き
る
よ
う
規
約
を
変
更
す

る
案
と
、「
若
妻
部
」
と
い
う
名
称
に
よ

る
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
る
た
め

名
称
を
新
た
に
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
」
に

変
更
す
る
案
に
つ
い
て
も
審
議
し
、
全
て

の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。　
　
　

　

ま
た
、
１
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
を
行
い
、
新
た
な
執
行
部
員
６
名

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
講
演
「
冬
の
ス
キ
ン
ケ

ア
～
美
と
健
康
の
ミ
ニ
講
座
」に
参
加
し
、

ス
キ
ン
ケ
ア
や
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

〈女性部・フレッシュミズ加入のお申し込み〉　生活課生活指導担当（TEL45－2214）まで。

◦
議
　
案

第
１
号　

平
成
27
年
度
事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

第
２
号　

平
成
28
年
度
事
業
計
画（
案
）並

び
に
予
算（
案
）の
承
認
に
つ
い

て

第
３
号　

規
約
第
２
章
第
３
条（
構
成
）の

変
更
案
に
つ
い
て

第
４
号　

大
潟
村
若
妻
会
・
農
協
若
妻
部

の
名
称
変
更
案
に
つ
い
て

第
５
号　

役
員
改
選
並
び
に
新
役
員
挨
拶

◀執行部代表・
竹本さんの
　あいさつ

若妻部教養講座（茶道教室）女性部・若妻部役員合同研修（陶芸体験）

新執行部に選ばれた皆さん

〇
規
約
第
２
章
第
３
条（
構
成
）の
変
更
に

つ
い
て

　

未
婚
・
既
婚
を
問
わ
ず
、
ま
た
大
潟
村

に
在
住
し
て
い
な
く
て
も
つ
な
が
り
の
深

い
方
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
大
潟
村
に
馴
染
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
若
妻
部
規
約
第
２
章
第

３
条（
構
成
）を
変
更
し
ま
す
。

変
更
前

こ
の
若
妻
会（
部
）は
、
大
潟
村

に
在
住
す
る
若
妻
で
、
こ
の
会

（
部
）の
目
的
に
賛
同
す
る
も
の

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

変
更
後

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た

す
女
性
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

⑴　

未
婚
・
既
婚
を
問
わ
ず
、

大
潟
村
に
在
住
し
て
い
る

⑵　

夫
が
大
潟
村
出
身
者
か
つ

大
潟
村
に
勤
務
し
て
い
る

〇
大
潟
村
若
妻
会
・
農
協
若
妻
部
の
名
称

変
更
に
つ
い
て

　

名
称
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
る

為
に
、
ま
た
幅
広
く
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

変
更
前

大
潟
村
若
妻
会
・
大
潟
村
農
協

若
妻
部

変
更
後

大
潟
村
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
・
Ｊ

Ａ
大
潟
村
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

◦
28
年
度
役
員（
敬
称
略
）

執
行
部
…
小
野　

晶
子　

伊
藤
あ
ゆ
み

　
　
　
　

青
柳　

泰
子　

花
塚
香
菜
子

　
　
　
　

後
藤　

美
鈴　

谷
口　

彩
佳

企
画
部
…
村
上　

和
子　

川
原
真
理
子

　
　
　
　

柴
田　

朋
子　

本
庄
ゆ
か
り

　
　
　
　

郷
津　
　

睦

若妻部
（第34回）

～「
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
」
に
名
称
改
め
、

　

未
婚
・
既
婚
問
わ
ず
に
多
く
の
参
加
を
～

◀スポーツ交流会（ボウリング）

27年度を振り返って



JＡだより 8

　
３
月
９
日
、
大
会
議
室
を
会
場
に

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議
事

項
は
「
27
年
度
実
績
見
込
み
」「
28

年
度
計
画
案
」
な
ど
。
開
会
に
あ
た

り
小
林
肇
組
合
長
は
Ｊ
Ａ
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
し
、
28
年
度
事
業
の
た

め
の
積
極
的
な
意
見
交
換
を
求
め
ま

し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
や

要
望
を
一
部
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

競
合
店
対
策
に
つ
い
て

Ｑ

資
材
課
の
事
業
計
画
に
「
競
合
店
対

策
」
と
あ
る
が
、
価
格
や
金
利
に
つ
い
て

の
具
体
策
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ

農
薬
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

価
格
対
策
と
し
て
23
品
目
を
選
定
し
、

「
コ
メ
リ
」
の
予
約
注
文
書
価
格
よ
り
低

価
格
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。
肥
料
に
つ

い
て
は
、
高
度
化
成
14
︱
14
︱
14
（
当
組

合
取
扱
品
名
は
ア
グ
リ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
444
）

に
つ
い
て
低
価
格
に
設
定
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
、
各
種
奨
励
金
を
受
け
取
り

後
に
「
コ
メ
リ
」
価
格
を
下
回
る
よ
う
設

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
予
約
奨
励
や
肥

料
早
取
奨
励
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

金
利
対
策
と
し
て
は
、
肥
料
に
つ
い
て

６
月
末
の
供
給
決
済
金
額
に
対
し
、
６
月

末
決
済
日
か
ら
10
月
末
決
済
日
ま
で
の
利

息
相
当
額
を
お
支
払
い
し
て
お
り
ま
す
。

農
薬
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

安
全
・
安
心
農
産
物
の
生
産
振
興
に
つ
い

てＱ

消
費
者
の
立
場
か
ら
言
え
ば
、
無
農

薬
の
野
菜
が
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
皆

さ
ん
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
の
事

業
と
し
て
無
農
薬
野
菜
の
栽
培
指
導
も

行
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

Ａ

販
売
事
業
と
し
て
は
ロ
ッ
ト
を
確
保

し
て
市
場
性
を
高
め
て
い
く
方
向
に
進
ん

で
い
ま
す
。
無
農
薬
野
菜
で
ロ
ッ
ト
を
確

保
す
る
の
は
難
し
い
た
め
、
な
か
な
か
そ

こ
ま
で
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
が
販
売
し
て
い
る
農
薬
は
安
全
・

安
心
で
す
。
正
し
く
農
薬
を
使
う
と
い
う

理
解
を
さ
ら
に
広
め
な
が
ら
、
消
費
者
と

の
情
報
交
流
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
の
思
い
か
ら
、「
安
全
・
安
心

農
産
物
の
生
産
振
興
」
と
い
う
事
業
計
画

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ｑ

そ
れ
で
は
、
無
農
薬
栽
培
の
相
談
を

個
人
的
に
、
営
農
指
導
員
に
対
し
て
持
ち

か
け
る
の
は
構
わ
な
い
か
。

Ａ

は
い
。
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
範
囲
で
お
答

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
稲
支
援
品
種
へ
の
取
組
に
つ
い
て

Ｑ
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
誕
生
か
ら
30
年
経

過
し
、
こ
れ
に
代
わ
る
後
継
品
種
が
出
て

き
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
こ
れ
ら
の
栽
培
に
手
を

上
げ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
は
今

後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
つ
も
り
な

の
か
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ

秋
田
県
で
は
昨
年
、
う
る
ち
米
の
新

品
種
「
秋
の
き
ら
め
き
」
と
「
つ
ぶ
ぞ
ろ

い
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

「
使
用
農
薬
成
分
回
数
を
半
分
以
下
に
抑

え
た
『
あ
き
た
ｅ
ｃ
ｏ
ら
い
す
』
の
認
証

を
取
得
」「
全
量
系
統
出
荷
」「
品
種
特
性

に
適
し
た
産
地
に
絞
っ
て
栽
培
す
る
」
な

ど
の
条
件
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
大

潟
村
で
取
り
組
め
る
環
境
に
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
品
種
の
市
場

で
の
評
価
を
確
認
し
な
が
ら
、
種
子
が
確

保
で
き
る
環
境
に
な
っ
た
場
合
は
種
子
の

提
供
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
よ
り
も
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
、
大
潟
村

の
独
自
性
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
、
大

潟
村
の
土
壌
に
合
う
新
品
種
の
開
発
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
も

ち
米
品
種
「
と
き
め
き
も
ち
」
及
び
う
る

ち
米
品
種
「
ち
ほ
み
の
り
」
を
、
村
の
土

壌
に
合
う
品
種
と
い
う
事
で
東
北
農
研
機

構
と
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
村
の
品

種
と
し
て
確
立
さ
せ
て
い
く
た
め
、
種
子

の
許
諾
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
他

に
も
市
場
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
分
か
っ
た

品
種
に
関
し
て
は
、
種
子
の
生
産
も
含
め

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ａ
会
館
内
で
の
受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ

い
て

Ｑ

Ｊ
Ａ
会
館
の
１
階
に
喫
煙
所
を
設
置

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
２
階
の
ホ
ー

ル
な
ど
、
喫
煙
所
以
外
に
灰
皿
が
設
置
さ

れ
、
た
ば
こ
の
に
お
い
が
す
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
健
康
増
進
法
第
二
十
五
条

「
学
校
、
病
院
、
事
務
所
な
ど
、
多
数
の

者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、

こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動

喫
煙
（
室
内
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に

お
い
て
、
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ

れ
る
こ
と
を
い
う
。）
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
に
違
反
す
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ

Ｊ
Ａ
と
し
て
は
喫
煙
所
を
設
け
て
分

煙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
喫
煙
自
体
が

法
律
違
反
と
い
う
事
で
は
な
い
の
で
、
な

か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
喫
煙
場
所
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

★
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
意
見

や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
役

職
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

座
談
会

報告
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報告事項
・業務報告（２月末事業実績等）
・コンプライアンス委員会報告
・情報セキュリティ委員会報告
・安全衛生委員会報告
・長期間労働者に対する医師による面接指導制度実施要領の制定について
・情報システム室の入退室管理に伴う管理手続の一部改正について
・農産物加工センター運営要項の一部改正について
・棚卸実施要項の一部改正について
・平成28年度コンプライアンス・プログラムの制定について
・平成28年度不測事態対応計画の制定について
・平成28年度個人情報保護計画・個人情報保護対策推

進進捗管理（マスタープラン）の制定について
・内部監査報告について

議　案
第102号　余裕金運用規程の一部改正について
第103号　余裕金運用にかかるリスク管理手続の一部改正について
第104号　広報モニターに関する規程の一部改正について
第105号　生活モニターに関する規程の一部改正について
第106号　経理規程の一部改正について
第107号　職制規程の一部改正について
第108号　時間外労働・休日労働に関する協定について
第109号　１年単位の変形労働時間制に関する労使協定について
第110号　平成27年度決算方針について
第111号　平成28年度全般統制・不祥事未然防止行動計画について
第112号　平成28年度内部統制整備基本計画書の制定について
第113号　女性参与の選任について
第114号　年度末手当の支給について
第115号　農産物検査業務規程の一部改正について

協議事項
・平成28年度役員報酬について　
・平成28年度事業計画（案）及び中期経営計画書（平成

28年度～平成30年度）（案）について

３月25日開催

理事会報告

職　員　人　事
退 職

長い間お疲れ様でした。
３月31日付　中原　　進（営農支援課営農企画係係長）

組合員の皆様、ありがとうございました。

お疲れ様でした。
３月15日付　三浦めぐみ（給油所・臨時職員）

出　資　金 ……………………  9億1,800万円
正組合員数 …………………………… 1,111名
准組合員数 ………………………………  37名

ＪＡ大潟村の概況　28年３月末現在

※決算のため、貯金・貸出金額の掲載は休みます。

活動報告と予定
　随時部員を募集していますので、興味のある方
はぜひＪＡ大潟村営農支援課（TEL：45－3033）
までご連絡ください！

青年部

●活動報告
　３月28日　試験圃場　稲わら焼却・畦塗り
　４月11日　県青協総会

●活動予定
　未定

ゴールデンウィーク期間中の
ＡＴＭサービスの取扱いについて

ゴールデンウィーク期間中の
緊急時連絡先について

　いつもＪＡバンクをご利用いただきありがとうございま
す。ＪＡバンクではＡＴＭの取扱いは以下のようになって
おります。大変ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

日　　付 ＡＴＭ 備　　　　考
５月３日（火） ○ 全国の全ＡＴＭで利用できます。

５月４日（水） × システムメンテナンスにより全国の
全ＡＴＭで利用できません。

５月５日（木） ○ 全国の全ＡＴＭで利用できます。
※なお、一部取扱いできないＡＴＭがあります。
　詳しくは金融課（45－3018）までお問い合わせください。

緊急時連絡先（24時間対応）
共済・事故対応 ＪＡ共済（0120－258－931）

金融・ＪＡカード

集中監視センター（0120－411－180）
N I C O S盗難紛失受付センター
（0120－159－674）
※ＪＡカード（クレジット）を紛失の際は
　こちらにもご連絡ください

生活・葬祭関係 ＪＡ葬祭レゼール（0120－46－5731）

永年勤続職員のご紹介
　４月の朝礼で永年勤続職員の表彰を行いまし
たので、ご紹介いたします。

  ☆勤続30年以上 藤　原　行　毅（営農支援課）
	 工　藤　希美子（金 融 課）
	 佐々木　　　進（整 備 課）

  ☆勤続20年以上 杉　本　公　三（資 材 課）
	 畠　山　貴　幸（資 材 課）

山田　正則（総務課経理係）
大﨑　拓磨（資材課資材係）
宮国　　淳（営農支援課営農指導係）
渡邊　桃香（共済課共済係）
佐々木　新（資材課資材係）

採 用 ４月１日付 つぎの者を職員として
採用いたしました。
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JAだより おおがた

このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ちしております。TEL  45−2211　広報担当

後藤　汐
しお

里
り

ちゃん

　どんなに危険な目にあおうとも大好きなお

姉ちゃんの側を離れません。

　これからも姉妹なかよく元気に育ってね♡

臨時職員のご紹介

これから皆様のお世話になります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

　これから皆様のお世話になる、平成28年度
新規採用の職員です。
　どうぞよろしくお願い申し上げます。

新採用職員のご紹介
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★出身：千葉県柏市　
★所属：資材課資材係
★趣味：野球・スポーツ観戦　
★ひとこと：昨年４月より資材課でお世
話になっております。今まで以上に責
任感を持って努めていきたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いいたします。大

おおさき

﨑　拓
たく

磨
ま

★出身：沖縄県那覇市　
★所属：営農支援課営農指導係
★趣味：ゴルフ　
★ひとこと：昨年の12月より営農支援
課でお世話になっております。一日も
早く皆様のお役に立てるように精一杯
努力してまいりますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。宮

みやくに

国　　淳
じゅん

★出身：三種町（旧山本町）　
★所属：共済課共済係　
★趣味：スノーボード・バーベキュー・ショッピング
★ひとこと：昨年から共済課でお世話に
なっております。今年度からまた新た
な気持ちで明るく元気に頑張りたいと
思っています。どうぞよろしくお願い
いたします。渡

わたなべ

邊　桃
もも

香
か

給油所
角崎　久子

給油所
浅井　百合

金融課
西村　愛莉

生活課
中田　道子

★出身：秋田市
★所属：総務課経理係
★趣味：ものづくり・修理　
★ひとこと：電算業務に携わり２年半経
ちました。ＪＡ職員としての自覚をもち、
ＪＡ業務・農業をもっと理解し、より良
い業務システム構築を目指していきま
す。どうぞよろしくお願いいたします。山

やま

田
だ

　正
まさのり

則

★出身：男鹿市　
★所属：資材課資材係
★趣味：ゴルフ・温泉　
★ひとこと：組合員の皆様に信頼される
よう頑張ります。

佐
さ さ き

々木　新
あらた


